
話題：読売新聞から
４月２１日付け読売新

聞に「自治会の将来」とい

う社説が掲載されました。

この社説に対し、都城市在

住の方から「自治会 改善

が必要」という意見が掲載

されました。（裏面）都城

市も古くから市内に自治

会（自治公民館）制度を導

入し、６月の「六月灯」、８

月の「盆踊り」、９月の「十

五夜・相撲大会・綱引き」

など地域の伝統行事を継

承するとともに、災害に対

する住民間の情報共有や

助け合い（共助）が進めら

れている地域です。指摘さ

れているように自治会（自

治公民館）は、「ここに住

んでよかった」と心から思

える地域にするための組

織であり、地域と行政をつ

なぐ大切な窓口でもあり

ます。私たちは、After コ

ロナ、With コロナを見据

えながら、これから自治会

（自治公民館）の存在意義

を高めるとともに、活動内

容を見直し改善すること

で、地域全体で安心・安全

な地域づくりを進めてい

く必要があると思います。
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自治公民館活性化支援員 大 津 新地域みんなで結ぶ大きな絆



自治公民館の役割

自治公民館には、「防災・減災」「福祉」「環境」「教

育」「安全・防犯」「文化・伝統」の大きく６つの役

割があると考えます。

「防災・減災」・・自助：家族・個人では対応できない災害に対して、公助：行政

や消防・警察などの専門機関に依存するのではなく、共助：地域で協

力して取り組むこと

「福祉」・・障がいのある方や高齢者の方など、地域で支えあっていくこと

「環境」・・地域の生活環境の整備やゴミ問題など、地域で協力し合っていくこと

「教育」・・これからの時代を担っていく子供たちの健全育成、生涯にわたっての

学びを地域で充実していくこと

「安全・防犯」・・お互いに協力し合い、顔が見える状況をつくることで、安心し

て暮らせる地域にすること

「文化・伝統」・・永年、地域で継承されてきた歴史を未来に引き継いでいくこと

これらの役割を地域全体で協働していくことで、「ここに住んでよかった」と心から思え

る地域になっていくとものと考えます。

各地域での活動（取材分のみ）

６月５日（日）各地区では、環境美化活動が行われました。

１ 水分神社（杉尾社会教育指導員報告）

地域の氏神様である水分（みくまり）神社の清掃を在南、湯屋ヶ坂、立小路の方々

が清掃されました。来週の催事に向けての準備が整いました。

２ 出店東地区（恵利教育長報告）

早朝６時３０分から担当場所の清掃を行いました。

集合場所では、お互いの近況報告が Face to Face で

行われており、清掃活動だけではなく、地域を結ぶ大

切な取組だと実感しました。

☆清掃活動、お疲れさまでした！☆


